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＜連絡事項＞
・特記なし。
＜患者様連絡事項＞
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・和田　昌様～終日隔離中。独語活発、ドア蹴り続いている。対面時は穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
・澤村　彬様～終日隔離中。特定の女性患者につきまとう行為あり介入している。飲水行為は目立たず。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。

・木村　格治様～終日隔離中。特定の薬剤を拒薬するのは続いている。要求の多さはあるが対面時穏やか。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

・袴田　将志様～終日隔離中。表情険しく話す内容も妄想的。時に易怒的な態度あり格子越しに対応ある。検尿あるが、コップを渡すとトイレの水を飲んでいる。また、薬剤を見つめ服用までに時間を要している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善が出来るよう看護介入を行っていく。

＜要注目患者様＞
・田村　ツキ様～本日排便-7日、浣腸実施している。普通便少量確認している。

・島守　トメ様～朝1/3、昼1/2摂取、昨日センナリド除剤しており、本日下痢は確認していない。
・鹿原　博夫様～体温37.8℃～37.2℃、血圧99～92/62～42㎜Hgと低値で経過、他バイタルサインの異常はない。黒色便は続いている。
・夏坂　浩美様～体温37.4～35.9℃、他バイタルサインの異常や酸素飽和度の低下は無い。
湿性咳嗽持続。
・立花　圭様～職員が悪口を言っているといい怒鳴ったりドアを蹴る行為あり。時間が経つとその行為に対して謝罪している。
・上村　ソガ様～深夜帯で微熱あり、食事量も少ない為点滴が処方となっている。
・小向　静江様～日中は自室で過ごされ不調の訴えは無い。他者への干渉あり介入要す。深夜帯で、来詰頻回であり、訴える内容がころころ変わっている様子あり。安静保持できず、何度も来詰している。流延あり。
・大久保　健作様～食事はむせ込みや拒否無く全量摂取。バイタルサインの異常無し。
　　　　　　　　　点滴はトラブル無く施行中。

・松橋　トキ様～一部介助にて朝食昼食共に1/3摂取。むせ込みは無い。点滴はトラブル無く施行中。
・八木橋　牧雄様～腹部膨満あるが、食事は摂取出来ている。不調の訴えはない。
・吉島　知寿子様～部屋の前にバリケードを作っている事あり。対面時入院への不満を話している。

・野村　照美様～見当識障害著明で他室侵入、不穏、不眠あり頓服で対応している。本日は不穏さはないが、失禁あり適宜介入している。

・成田　富士子様～本日北病棟でラウンド時に薬の空包が床に散らばっているのを発見。ODした可能性があり東Aユニットへ転入となっている。転入後は部屋で臥床し過ごしている。不満等の訴えはない。
＜措置入院患者様ケース検討＞

・藤井　崇史様～そろそろBユニットへ行けるんですかと話す事あるが、しつこさはなく対面時も穏やか。
・織笠　健太郎様～妄想発言なし。自閉的で部屋で過ごしている。
妄想発言聞かれずに経過している。
＜新入院患者様情報＞
病棟病室：東病棟　Aユニット11号室

 氏名　　：小田　沙也加様

 生年月日：昭和62年3月12日　31歳

 性別　　：女性

 病名　　：中等度知的障害

 入院形態：医療保護入院

 担当医　：深澤Ｄｒ

 入院までの経緯：

H30.9.7　12時、母親より最近不穏傾向であると電話あり。本日も8：40に昨夜

より不穏であったと電話があり急遽外来受診での対応としていた。

病院外で車の中で待っていたがなかなか降りてこずスタッフ数名で車イスに乗

せて診察室に入る。母の話では、この1週間くらい、寝なかったり、服薬をしな

かったり暴言、暴力、自傷（自分をなぐる、ネックレスの紐で首を痛めるなど）

等が目立っていたという。診察室内では、ヒステリー様に閉眼して、倒れるよう

にしている。本人は疎通が図れない状態であり母親の同意を得て本日、医療保護

入院となる。

　　
家族洗濯

持参薬（当院処方）do　9/14vdsまで
